
 

平成 22 年 2 月 12 日 

各   位 

会 社 名  浅 香 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 名   代 表 取 締 役 社 長    嶌 田  長 秋 

（ コード番号 ： ５９６２   大証第二部 ） 

問 合 せ先   専務取締役管理本部本部長  藤 田  敏 雄 

（ Ｔ Ｅ Ｌ    ０７２－２２９－５１３７ ） 

 

業績予想及び配当予想の修正並びに投資有価証券評価損に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 10 月 16 日に公表した業績予想及び配当予想の修正、並びに

「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落した投資有価証券について、平成

22 年 3 月期第３四半期において減損処理による投資有価証券評価損を計上する必要が生じましたのでお

知らせいたします。 
 

記 

 
１．業績予想の修正 

 
（１） 平成 22 年 3 月期業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月１日～平成 22 年 3 月 31 日）  

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

 
１ 株 当 た り 
当期純利益  

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ７，５００ ５０ ７０ ４０ ４円００銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ７，０００ １０ ３０ ２０ ２円００銭

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） △ ５００ △ ４０ △ ４０ △ ２０  

増  減  率 （％） △ ６．７ △ ８０．０ △ ５７．１ △ ５０．０  

（ご参考）前期実績 
（ 平成 21 年 3 月期）  

７，７７０ １６ ５１ △ １１８ △ １１円５４銭

 

（２） 修正の理由  
当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機の余波も若干弱まり、最悪の状態から

脱した感もありますが、円高、株安、雇用不安、更にはデフレの進行と先行きに予断を許さぬ厳しい状況の

ままに推移してまいりました。 

このような情勢下におきまして、当社は売上拡大を第一とした積極的な営業活動を展開してまいりましたが、

当第３四半期累計期間の業績につきましては、降雪が幸いして除雪用品の動きは順調に推移いたしました

が、企業収益の圧迫による設備投資の見送りや個人消費の冷え込み、価格競合等が大きく影響し、売上高

は 5,261 百万円（前年同期 6,096 百万円）になりました。 

利益面につきましては、コストの低減・諸経費の節減等、全社をあげて損益改善に努力を重ねてまいりま

したが、営業損失として 36 百万円（前年同期は 38 百万の営業利益）、経常損失として 23 百万円（前年同期

は72百万円の経常利益）を計上することとなり、保有株式の時価下落による投資有価証券評価損24百万円

を特別損失として計上した結果、35 百万円の四半期純損失（前年同期は８百万円の四半期純損失）となる

見通しであります。 

通期につきましても、設備投資の縮小による物流機器類の受注状況等を踏まえ当初の業績予想を修正さ

せていただきます。 
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２．配当予想の修正 

 
（１） 修正の内容  

 １ 株 あ た り 配 当 金 

基 準 日 第２四半期末 期 末 年 間 

前回発表予想 ― ３ 円 ００ 銭 ３ 円 ００ 銭 

今回修正予想  ２ 円 ００ 銭 ２ 円 ００ 銭 

当期実績 ―   

（ご参考）前期実績 
（ 平成 21 年 3 月期）  

― ２ 円 ００ 銭 ２ 円 ００ 銭 

                    
（２） 修正の理由  

当期の期末配当につきましては、通期の業績予想や経営環境など総合的に勘案した結果、株主の皆様

には誠に遺憾ながら、１株当たりの配当金を当初予想の３円から２円に修正させていただきたいと存じます。 
 

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

３．平成 22 年 3 月期第３四半期における投資有価証券評価損の総額 
 

（Ａ） 平成 22 年 3 月期第 3 四半期会計期間 （平成 21 年 10 月 1 日から平成 21 年

12 月 31 日まで）の投資有価証券評価損の総額 （ ＝ イ － ロ ） 
２４ 百万円

 （イ）平成 22 年 3 月期（平成 21 年 4 月 1 日から平成 21 年 12 月 31 日まで）

の投資有価証券評価損の総額 
２４ 百万円

 （ロ）直前四半期（平成 22 年 3 月期第 2 四半期）累計期間（平成 21 年 4 月

1 日から平成 21 年 9 月 30 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
― 

 

※ 四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

※ 当社の決算期末は、3 月 31 日です。 

 

○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 
 

（Ｂ） 平成 21 年 3 月期末の純資産額  ２，１６０ 百万円

 （ Ａ ／ Ｂ × １００ ） １．１ ％

 （ イ ／ Ｂ × １００ ） １．１ ％

（Ｃ） 最近 5 事業年度の経常利益の平均額  １０４ 百万円

 （ Ａ ／ Ｃ × １００ ） ２３．６ ％

 （ イ ／ Ｃ × １００ ） ２３．６ ％

（Ｄ） 最近 5 事業年度の当期純利益の平均額  ４３ 百万円

 （ Ａ ／ Ｄ × １００ ） ５７．２ ％

 （ イ ／ Ｄ × １００ ） ５７．２ ％

 

 

以   上 
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